
 

  



守る会発第 31072 号 

令和元年 12 月 24 日 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局医薬安全対策課⾧ 様 

 

                 全国重症心身障害児（者）を守る会 

                 会 ⾧    北 浦 雅 子 

 

経腸栄養分野の小口径コネクタ製品の取り扱いについて 

 

私たちの会は、身体的にも知的にも重い障害の重複した重症心身障害 

の子どもを持つ親たち約１万人強が集い、日々の生活の中で、入所施設や

在宅事業者のご支援と医療的ケアの下、本人達の幸せを願い活動していま

す。在宅生活する重症心身障害児・者の中には、親や家族が、毎日何回も

本人達に食事として総合経腸剤やペースト食や薬を胃ろうから注入し、命

を繋いでいるものも多くおります。 

 平成３０年３月１６日に発出された「経腸栄養分野の小口径コネクタ 

製品の切替えについて」（厚生労働省医政局総務課医療安全推進室⾧他３課

⾧連名）通知では「１既存規格製品の出荷期間等」の記載として「医療現

場における新規格製品への切替えを一定期間内に行う観点から製造販売業

者による既存規格製品の出荷期間は、2021 年 11 月末までとする。」とあり

ます。しかしながら、在宅生活の重症心身障害児・者の多くは、下記理由

により、今後も既存規格製品の使用を望んでおります。 

 つきましては、上記出荷期間にかかわらず、製造販売業者に対して既存

規格製品の製造・出荷の継続をしていただきますように、ご指導ください

ますようお願いいたします。 

 

記 

１ 新規格製品のネジの溝が非衛生的になる 

２ 新規格製品のシリンジの先端が細くないため微量の薬が投与できなく 

  なる 

３ 新規格製品は、ネジ込み式は接続部が外れにくく、引っ掛かりにより胃 

ろうが抜ける事故が多発する 


